
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
10
月
20
日
、
第

３
四
半
期
決
算
が
減
収
減
益

と
な
っ
た
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。
ま
た
１
株
20
ド
ル
以

上
と
し
て
い
た
２
０
１
５
年

の
利
益
目
標
「
２
０
１
５
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
の
達
成
を
断
念

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

さ
ら
に
半
導
体
事
業
を
ア
メ

リ
カ
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
に
、

１
６
０
０
億
円
を
支
払
う
と

い
う
異
例
の
条
件
で
の
譲
渡

を
発
表
し
ま
し
た
。

世
界
で
６
億
ド
ル
の

リ
ス
ト
ラ
費
用
を
計
上

Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
「
人
員
再
編
」

の
た
め
６
億
ド
ル
（
約
６
０

０
億
円
）
の
費
用
を
計
上
す

る
方
向
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
従
来
の
傾

向
か
ら
す
る
と
、
日
本
に
十

分
の
一
の
約
60
億
円
の
割
り

当
て
が
来
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
こ
の
年
末
に
一
千

名
規
模
の
リ
ス
ト
ラ
が
断
行

さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
本
体
の

約
一
割
の
人
員
に
な
り
ま
す
。

年
末
に
行
わ
れ
る
勤
務
査

定
で
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
選
ん
だ
従
業
員
に
対
す
る

査
定
を
あ
ら
か
じ
め
低
く
し
、

後
述
す
る
よ
う
な
手
法
を
使
っ

て
、
退
職
を
強
要
し
、
あ
る

い
は
、
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
解
雇

を
し
て
無
理
な
人
員
削
減
を

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

賃
金
減
額
⇨退
職
強
要

⇨ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
解
雇

会
社
は
、
行
き
過
ぎ
た
成

果
主
義
を
悪
用
し
て
リ
ス
ト

ラ
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
、
Ｐ

Ｂ
Ｃ
低
評
価
を
口
実
と
し
て

賃
金
を
減
額
し
ま
す
。
し
か

も
、
年
収
の
15
％
に
も
及
ぶ

減
額
幅
で
、
な
か
に
は
40
歳

代
に
も
か
か
わ
ら
ず
初
任
給

よ
り
も
月
給
が
低
く
な
っ
て

し
ま
う
人
も
い
ま
す
。
そ
し

て
、
賃
金
減
額
さ
れ
た
人
に

は
、
次
に
上
司
に
よ
る
退
職

強
要
が
待
っ
て
い
ま
す
。
最

終
的
に
は
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
解

雇
が
待
っ
て
い
ま
す
。

社
員
の
み
な
さ
ん
、
ひ
と

つ
の
例
と
し
て
、
以
下
に

「
４
Ｑ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た
レ

タ
ー
を
受
け
取
っ
た
社
員
が

い
ま
す
。
我
慢
し
な
い
で
、

少
し
で
も
ラ
イ
ン
が
変
な
動

き
を
し
た
ら
、
す
ぐ
に
組
合

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
早

け
れ
ば
早
い
ほ
ど
会
社
の
様
々

な
動
き
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
解
雇
の
た

た
か
い
を
勝
利
さ
せ
、
解
雇

自
由
化
を
阻
止
し
よ
う
と
10

月
16
日
み
ら
い
座
池
袋
で
大

集
会
を
開
き
ま
し
た
。
８
０

０
人
を
超
え
る
参
加
者
で
２

階
席
ま
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

橋
本
の
ぶ
よ
さ
ん
の
美
し

い
歌
声
で
始
ま
っ
た
２
時
間

に
渡
る
集
会
の
前
半
の
目
玉

は
、
立
川
談
之
助
師
匠
の
落

語
で
し
た
。
「
落
語
界
で
は
、

師
匠
は
弟
子
か
ら
一
円
も
取

ら
な
い
の
が
普
通
。
一
門
で

唯
一
、
弟
子
か
ら
上
納
金
を

巻
き
上
げ
る
立
川
流
は
、
落

語
界
の
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
だ
！
」

と
枕
で
笑
い
を
と
り
、
安
倍

政
権
へ
の
風
刺
を
交
え
つ
つ
、

爆
笑
と
「
そ
う
だ
！
」
の
掛

け
声
と
拍
手
喝
采
を
浴
び
て

い
ま
し
た
。

後
半
の
山
場
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｕ
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部
と
橋
本

の
ぶ
よ
さ
ん
の
共
演
で
す
。

前
号
の
「
か
い
な
」
で
歌

詞
を
掲
載
し
た
「
ブ
ラ
ッ
ク

No
・
１
」
を
合
唱
し
た
後
、

原
告
が
裁
判
所
に
提
出
し
た

意
見
陳
述
書
を
涙
な
が
ら
に

読
み
上
げ
る
と
、
参
加
者
も

目
頭
を
熱
く
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
大
岡
支
部
委
員

長
が
決
意
表
明
を
行
い
、
登

壇
し
た
組
合
員
を
は
じ
め
会

場
に
集
ま
っ
た
全
員
と
と
も

に
、
原
告
を
職
場
に
戻
す
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

２０１４年１１月４日 か い な 第２２５３号 (4)
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(1)２０１４年１１月４日 か い な 第２２５３号

退職勧奨
されたら

組合へ連絡

全 日 本 金 属 情 報 機 器
労 働 組 合 ( J M I U )
日 本 ア イ ビ ー エ ム 支 部

東京都港区赤坂2丁目20の6
川瀬ビル5F 〒107-0052
T E L : 0 3 - 3 5 8 3 - 9 0 3 7
F A X : 0 3 - 5 5 6 2 - 0 8 5 3

定価 月 500円

♪スクラムコンサート参加 ♬ ♪

１０月１３日、サンパール荒川大ホールにて、スクラ

ムコンサートが開かれました。「残業代ゼロ許すな」

「非正規差別やめろ」「労働者の使い捨て反対」「不当

解雇反対」のスローガンの下、東京地方労働組合評議会

の後援で、各種団体が参加しました。ＪＭＩＵ 日本Ｉ

ＢＭ支部は、会の終盤に出演し、「Ｉ’ｌｌ Ｂｅ」

「ブラックＮｏ・１」「私はここに立つ」を披露しまし

た。小気味良いリズムが会場からの手拍子を誘い、力強

い応援を頂きました。締めくくりは連帯の合唱曲「闘う

われら」を大ホール全体の参加者と共に合唱し、盛り上

がった中で終演となりました。(ＸＰ)

ロックアウト解雇原告の訴え

熱唱する争議団

満員の参加者

原告を職場に戻そう！ ８００人を超える参加者で大成功
許すな！「解雇自由化」
日本ＩＢＭのロックアウト解雇に反対する１０．１６大集会報告

４
Ｑ

６
億
ド
ル
の
大
リ
ス
ト
ラ

10月20日 ＩＢＭは、ジ二ー・ロメッティＣＥＯ

同席のもと決算発表があり、以下の発言

がありました。

"Additionally, as we execute some
of our plans to drive simplification
and accelerate productivity in our
business,we expect to take a work-
force rebalancing charge in the
fourth quarter. We are starting to
work through our plans, but at this
point we’d expect to take a charge
of up to $600 million."

組 合 な ん で も 相 談 窓 口 担 当 者

事業所名 職場名 氏名 電話番号

本 社 SO事業統括．ＩＴＳＯ事業戦略 杉野 憲作 205-6550

本 社 SWG．グローバル・ライセンシング事業部．ELAソリューショ ンズ 大場 伸子 206-4650

幕 張 価格計画．S&D価格計画 石原 隆行 205-6483

幕 張 TSDL・IMクラ イアント TS 橋本 弘嗣 1819-4060

豊 洲 ＴＳDＬ．第一Ｌｏｔｕｓ ＴＳ 田中 純 1206-0562

豊 洲 ＴＳDＬ．ＩＳＥＬ・Ｓｙｓｔｅｍ技術 大岡 義久 1801-2359

豊 洲 ＰＬＭ ＳＳ．設計・開発ＳＯＬ ＳＶＣ 本間 孝之 1209-0231

名古屋 GBS.インダストリアル・アプリケーショ ン開発 板倉 浩 205-2205

大 阪 ＧＦＳ．西日本グリーンファ シリティＳＶＣ 山本 茂秋 1505-5420

大 阪 西日本地区技術・技術推進 河本 公彦 1505-5204

●組合事務所電話 ０３－３５８３－９０３７ 火、水、金 １０時～１６時

ＦＡＸ ０３－５５６２－０８５３

ｅ－ｍａｉｌ jmiu-ibm@i.bekkoame.ne.jp、 組合HP: http://www.jmiu-ibm.org/

注）上記窓口は、事業所にこだわらず、連絡のとれる電話番号へどうぞ

東京法律

事務所

03-3355-0611㈹

弁護士 水口 洋介、 今泉 義竜、 本田 伊孝

http://analyticalsociaboy.txt-nifty.com/yoakemaeka /

東京都新宿区四谷一丁目２番地 伊藤ビル６Ｆ

労働問題以外の民事一般についても相談受け付けます

（お手数ですが電話により予約をお願いします）



組
合
は
、
10
月
22
日
に

秋
闘
二
次
要
求
（
２
５
０
項

目
）
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
、
12
月
１
日
付
で
改

悪
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
就

業
規
則
と
確
定
拠
出
年
金
の

改
悪
撤
回
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
回
答
日
は
11
月
５
日
で

す
。私

た
ち
は
、
一
時
金
で
月
々

の
生
活
費
の
赤
字
を
お
ぎ
な

い
、
住
宅
や
自
動
車
な
ど
の

ロ
ー
ン
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

一
時
金
は
生
活
に
不
可
欠
な

賃
金
の
一
部
で
す
。
と
り
わ

け
今
年
は
、
社
会
保
険
料
値

上
げ
、
年
少
扶
養
控
除
廃
止

に
よ
る
住
民
税
増
税
、
電
力

大
幅
値
上
げ
な
ど
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
生
活
を
ま
も
る
一

時
金
へ
の
期
待
は
切
実
で
す
。

し
か
し
会
社
は
就
業
規
則

の
賞
与
基
礎
算
定
期
間
を
変

更
し
、
全
社
員
か
ら
１
．
５
ヶ

月
分
を
奪
い
取
り
ま
す
。
１

０
０
万
円
の
賞
与
の
方
で
す

と
、
25
万
円
で
す
。
こ
れ
は

労
働
条
件
の
一
方
的
な
不
利

益
変
更
で
す
。

ま
た
、
多
く
の
企
業
が
春

闘
で
賃
金
の
底
上
げ
を
行
い

ま
し
た
が
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は

行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ん

と
し
て
も
12
月
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
で

全
従
業
員
の
昇
給
を
勝
ち
取

ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

何
よ
り
経
営
者
に
は
、
労

働
者
の
く
ら
し
、
雇
用
を
ま

も
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
労

働
者
の
生
活
の
大
変
さ
を
正

面
か
ら
受
け
止
め
、
組
合
の

要
求
に
精
一
杯
こ
た
え
る
と

と
も
に
、
企
業
の
将
来
展
望

を
示
し
て
こ
そ
、
「
労
働
者

の
や
る
気
と
職
場
の
活
力
を

つ
く
る
」
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
下
に
要
求
の
い
く
つ
か

を
掲
載
し
ま
す
。

１
．
５
ヶ
月
分
支
給
せ
よ

２
０
１
４
年
７
月
１
日
の

給
与
規
定
改
定
に
よ
り
「
賞

与
算
定
基
礎
期
間
は
、
６
月

期
賞
与
に
つ
い
て
は
当
年
１

月
１
日
か
ら
当
年
６
月
末
日

ま
で
、
12
月
期
賞
与
に
つ
い

て
は
当
年
７
月
１
日
か
ら
当

年
12
月
末
日
ま
で
と
す
る
」

と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

消
え
る
算
定
基
礎
期
間
（
11

月
16
日
～
12
月
31
日
）
１
．

５
ヶ
月
分
を
２
０
１
４
年
12

月
期
賞
与
で
上
乗
せ
し
て
支

給
す
る
こ
と
。
（
＊
労
働
条

件
の
不
利
益
変
更
の
た
め
、

組
合
は
会
社
と
合
意
し
て
い

ま
せ
ん
）

賞
与
支
給
額

賞
与
支
給
要
求
額
と
し
て

は
、
本
給
／
本
俸
月
額
の
４
ヶ

月
分
と
な
る
よ
う
、
出
勤
率

を
１
０
０
％
、
会
社
業
績
達

成
度
反
映
部
分
を
Ｒ
ｅ
ｆ
ｅ

ｒ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ

Ｓ
ａ
ｌ
ａ
ｒ

ｙ

×

６
％

×

会
社
業

績
達
成
度

×

３
０
０
％
と

し
て
支
給
す
る
こ
と
。
ま
た
、

Ｐ
Ｂ
Ｃ
４
の
場
合
、
「
そ
の

他
部
分
」
の
賞
与
・
定
期
俸

基
準
額
―
「
Ｒ
ｅ
ｆ
ｅ
ｒ
ｅ

ｎ
ｃ
ｅ

Ｓ
ａ
ｌ
ａ
ｒ
ｙ

×
19
％
」
の
19
％
部
分
を

改
め
、
６
％
に
す
る
こ
と
。

（
＊
会
社
は
好
き
な
よ
う
に

制
度
変
更
を
し
て
い
ま
す
。

労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
の

た
め
組
合
は
合
意
し
て
い
ま

せ
ん
）

Ｍ
Ｂ
Ａ
昇
給
実
施
要
求

全
職
種
に
物
価
上
昇
分
３

％
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
昇
給
を
実
施
す

る
こ
と
。
Ｐ
Ｂ
Ｃ
評
価
に
よ

ら
ず
、
格
差
を
つ
け
る
こ
と

な
く
全
従
業
員
に
同
様
の
昇

給
を
行
う
こ
と
。

裁
量
勤
務
手
当

Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
７
の
社
員
は
１

１
８
，
０
０
０
円
（
現
行
：

７
０
，
０
０
０
円
）
、
Ｂ
ａ

ｎ
ｄ
６
の
社
員
は
８
２
，
０

０
０
円
（
現
行
：
５
０
，
０

０
０
円
）
に
す
る
こ
と
。

就
業
規
則
変
更

確
定
拠
出
年
金
規
約
変
更

就
業
規
則
が
２
０
１
４
年

12
月
１
日
付
で
改
定
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
労
働
条
件

の
不
利
益
変
更
が
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
労
働
組
合
は
合

意
し
な
い
。
確
定
拠
出
年
金

制
度
（
Ｄ
Ｃ
）
改
定
（
勤
続

３
年
未
満
の
退
職
に
つ
い
て

は
積
立
金
を
返
金
）
に
つ
い

て
も
、
労
働
組
合
は
合
意
し

な
い
。
右
記
２
点
に
つ
い
て

撤
回
を
要
求
す
る
。

従
業
員
代
表
選
挙

就
業
規
則
変
更
時
は
２
０

１
１
年
ま
で
の
よ
う
に
毎
回

従
業
員
代
表
選
挙
を
行
う
こ

と
。育

児
関
係

育
児
休
暇
、
育
児
時
間
、

育
児
早
退
、
育
児
ま
た
は
介

護
の
た
め
の
深
夜
勤
務
の
制

限
、
育
児
ま
た
は
介
護
の
た

め
の
時
間
外
勤
務
の
制
限
、

育
児
の
た
め
の
所
定
労
働
時

間
外
勤
務
の
免
除
、
始
業
・

終
業
時
刻
の
繰
上
げ
・
繰
下

げ
を
取
得
し
た
こ
と
に
よ
り

Ｐ
Ｂ
Ｃ
を
低
評
価
に
し
な
い

こ
と
。

豊
洲
事
業
所
の
閉
鎖
発
表

事
業
所
閉
鎖
発
表
に
伴
い
、

多
く
の
従
業
員
の
勤
務
地
変

更
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
だ
に
勤
務
地
が
確
定
さ

れ
ず
、
子
供
の
進
学
先
や
住

宅
の
購
入
に
支
障
が
で
て
お

り
、
従
業
員
へ
の
配
慮
が
足

り
な
い
。
通
勤
不
可
能
や
困

難
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮

す
る
こ
と
。

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
設
置

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
を
全

国
的
に
利
用
し
や
す
く
す
る

よ
う
に
、
補
助
金
を
支
給
す

る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
。

本
社
、
幕
張
事
業
所
へ
の
ジ

ム
設
置
は
白
紙
に
戻
し
（
過

去
に
費
用
対
効
果
が
な
い
と

し
て
廃
止
）
オ
フ
ィ
ス
環
境

の
充
実
を
図
る
こ
と
。

（
＊
社
内
に
ジ
ム
を
設
置
す

る
と
ス
ペ
ー
ス
代
や
施
設
費

を
部
門
負
担
と
し
て
転
嫁
さ

れ
か
ね
な
い
。
10
月
20
日

の
団
交
で
会
社
は
否
定
せ
ず
）

賃
金
減
額
裁
判
は
２
０
１

３
年
９
月
に
提
訴
し
て
か
ら

こ
れ
ま
で
５
回
の
口
頭
弁
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
月
2
日
に
行
わ
れ
た

第
５
回
口
頭
弁
論
で
会
社
が

提
出
し
た
書
面
に
お
い
て
驚

く
べ
き
事
実
が
わ
か
り
ま
し

た
。
会
社
が
提
出
し
た
リ
フ
ァ

レ
ン
ス
・
サ
ラ
リ
ー
総
額
の

推
移
を
示
す
書
面
が
、
な
ん

と
見
事
に
労
働
条
件
の
一
方

的
不
利
益
変
更
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
た
の
で
す
。

減
少
分
10
億
円

会
社
が
提
出
し
た
デ
ー
タ

に
は
２
０
１
３
年
６
月
か
ら

７
月
に
か
け
て
、
バ
ン
ド
７

以
下
の
社
員
の
リ
フ
ァ
レ
ン

ス
・
サ
ラ
リ
ー
総
額
が
約
10

億
円
も
少
な
く
な
っ
た
こ
と

が
読
み
取
れ
ま
す
。
こ
れ
は

約
千
人
の
社
員
の
リ
フ
ァ
レ

ン
ス
・
サ
ラ
リ
ー
が
平
均
約

百
万
円
減
額
さ
れ
た
額
に
相

当
し
ま
す
。

昇
給
分
た
った
２
億
円

会
社
が
提
出
し
た
デ
ー
タ

を
さ
ら
に
読
み
取
る
と
、
２

０
１
３
年
９
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
の
昇
給
で
は
、
バ
ン

ド
７
以
下
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
・

サ
ラ
リ
ー
総
額
は
わ
ず
か
約

２
億
円
し
か
増
え
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

10
月
の
昇
給
は
、
会
社
の

説
明
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
昇
給

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
リ
サ

イ
ク
ル
ど
こ
ろ
か
、
減
額
し

た
賃
金
の
８
割
を
、
会
社
が

ピ
ン
ハ
ネ
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

賃
金
減
額
の
経
緯

会
社
は
２
０
０
９
年
に
ま

ず
バ
ン
ド
８
以
上
の
社
員
に

対
し
て
相
対
評
価
の
勤
務
査

定
を
口
実
と
す
る
賃
金
減
額

を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
当
時

か
ら
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ラ

リ
ー
の
10
％
に
も
な
る
減
額

で
し
た
。
２
０
１
０
年
か
ら

バ
ン
ド
７
以
下
の
一
般
社
員

に
対
し
て
も
賃
金
減
額
が
始

ま
り
ま
し
た
。
最
初
は
５
％

程
度
の
減
額
幅
で
、
対
象
者

は
ご
く
限
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
１
３
年
に
入
る
と
、

そ
の
対
象
者
は
全
社
員
の
１

５
％
に
拡
大
し
、
そ
の
賃
金

減
額
幅
は
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
・

サ
ラ
リ
ー
の
な
ん
と
15
％
～

10
％
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

違
法
な
就
業
規
則
の
改
定

こ
の
賃
金
減
額
に
先
立
っ

て
、
２
０
１
０
年
に
就
業
規

則
・
格
付
規
定
の
変
更
が
強

行
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
内
容
は
会
社
が
フ
リ
ー
ハ

ン
ド
で
一
方
的
に
不
利
益
変

更
を
従
業
員
に
強
い
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
、
さ
ら
に

賃
金
減
額
基
準
や
減
額
幅
の

規
程
も
無
く
、
ま
っ
た
く
合

理
的
な
変
更
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
労
働
契
約
法
十

条
違
反
に
な
り
ま
す
。

懲
戒
処
分
よ
り
重
い
減
額

こ
の
賃
金
減
額
は
従
業
員

の
不
利
益
が
著
し
く
、
ま
た
、

そ
の
減
額
幅
は
懲
戒
処
分
よ

り
も
重
い
も
の
で
、
賃
金
減

額
期
間
を
定
め
な
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
定
年
ま
で
減

額
が
続
き
ま
す
。
し
か
も
、

毎
年
で
も
さ
ら
な
る
賃
金
減

額
が
さ
れ
る
仕
組
み
で
、
ま

さ
に
権
利
濫
用
と
い
え
る
も

の
で
す
。

必
要
性
の
無
い
減
額

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
会

社
は
毎
年
お
お
よ
そ
９
５
０

億
円
も
の
経
常
利
益
を
上
げ

て
お
り
、
賃
金
減
額
の
必
要

性
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

減
額
は
リ
ス
ト
ラ
の
手
段

会
社
は
例
外
無
く
こ
の
大

幅
な
賃
金
減
額
と
同
時
に
全

社
的
な
退
職
勧
奨
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
ま
す
。
「
賃
金

減
額
さ
れ
る
前
に
や
め
た
ほ

う
が
退
職
金
が
高
く
な
る
」

と
退
職
を
強
要
し
ま
す
。
ま

た
、
減
額
さ
れ
「
こ
れ
で
は

暮
ら
し
て
い
け
な
い
」
と
み

ず
か
ら
会
社
を
見
限
っ
て
辞

め
て
い
く
社
員
も
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
退
職
勧
奨
に
応

じ
な
い
社
員
を
ロ
ッ
ク
ア
ウ

ト
解
雇
で
追
い
出
し
ま
す
。

賃
金
減
額
の
ね
ら
い
が
リ
ス

ト
ラ
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で

す
。
賃
金
減
額
と
ロ
ッ
ク
ア

ウ
ト
解
雇
は
、
会
社
の
恐
怖

の
合
わ
せ
技
な
の
で
す
。

§
§
§
§
§

(3)２０１４年１１月４日 か い な 第２２５３号 ２０１４年１１月４日 か い な 第２２５３号 (2)

労働者のやる気が
出る処遇を

秋闘二次要求提出

賃
金
減
額
裁
判
、会
社
の
ピ
ン
ハ
ネ
明
ら
か
に

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ラ
リ
ー
総
額
10
億
円
減
少


